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１．組織の概要
（１）事業所名及び代表者氏名

有限会社　酒井商店

　　　　代表取締役　酒井和江

（２）所在地

　　　本社　　神奈川県鎌倉市梶原３１２－２

　　　積み替え保管　　　神奈川県鎌倉市梶原３１０－１外

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　　　　環境管理責任者及び担当者　酒井照和

　　　　　　　　連絡先　０４６７－３２－２０２０

　　　　　　　　ＦＡＸ　　０４６７－３２－２２２０

　　　　　　　　ｅ-mail　ｓ３３ｋｋ９８ｓｓakai@hb.tp1.jp

（４）事業活動の内容

鉄、非鉄金属原料買取業、産業廃棄物の収集運搬業（積み替え有り）

（５）事業の規模

（６）【情報公開項目　Ⅰ】

(1)法人設立年月日：昭和４９年５月２日

（2）資本金：７．０００．０００円

（3）売上高：52,710千円（2023年度）

(4）組織図：３．実施体制及び責任･権限表を参照
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（７）【情報公開項目　Ⅱ】

（１）許可の内容 ○積み替え保管を除く ◎　積み替え保管を含む ●特別管理廃棄物

　①収集運搬業：運搬車両

　②収集運搬業：積替保管施設

・所在地：　神奈川県鎌倉市梶原３１２－２

・保管上限量：４９．２４㎥ ・積み替え保管場所：(41.04ｍ2)

　③産業廃棄物の処理実績

（ⅰ）収集運搬

２．対象範囲
（１）認証・登録対象組織

　　　本社・積替え保管場所

（２）認証・登録対象活動

鉄及び非鉄金属原料買取業、産業廃棄物収集運搬業
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３．実施体制及び責任･権限表
作成　　　2018年9月11日

承認 作成
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環境管理責任者

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．ＥＡ２１の事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境関連文書及び記録の作成・整理

従業員
１．環境方針を理解し、環境活動計画に従って活動する。

酒井
和江

酒井
照和

役割・責任・権限

代表者

１．環境管理責任者の任命
２．環境方針の制定
３．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備
４．環境経営システムの定期的見直しの実施
５．社内情報の外部公開可否決定

代表者
酒井 和江

環境管理責任者

酒井 照和

従業員

3名
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４．環境方針

基本理念

酒井商店は、廃棄物・資源物回収業を通じて環境型社会に

対応し、環境に優しい社会の実現に貢献します。

環境方針
１ 環境経営システムを効果的に運用して環境保全の

向上に努め、システムの継続的改善を図ります。

２ 環境関連法規、条例等を遵守し、環境汚染の未然防止に

努めると共に、次の活動に取組み、環境負荷の低減に努めます。

(1)電気、自動車燃料の省エネルギーを推進し、

二酸化炭素の排出量を削減します。

(2)リサイクルによる資源化を推進します

(3)適正使用による節水を推進し、水使用量を削減します。

(４)再生コピー用紙の購入や裏紙の利用等による資源の

有効利用を図ります。

(5)収集運搬における燃費向上を図ります。

３ 地域社会と密接なコミュニケーションを図り、

地域社会の生活環境の保全に努めます。

有限会社酒井商店

代表取締役 酒井和江

３

２０１８年９月１８日制定



５―１環境目標（2023年度～2025年度）

基準(実績)

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

１．二酸化炭
　素排出量
　の削減

12,994
kg-CO2

12,994
kg-CO2

14,156
kg-CO2

13,916
kg-CO2

1.1電力使用
　量の削減

2886kWh
維持

　2886kwh
1%削減
2857kwh

2%削減
2828kwh

1-2軽油使用量
　の削減

3571L
3571L 3717L

3680L

1-3ガソリン使用量
　の削減

1061L 1061L 1405L 1349L

2.一般廃棄
物

　総排出量
　の削減

176㎏ 174㎏ 172㎏ 170㎏

3.水資源投入量
　の削減

163ｍ3 163ｍ３ 163ｍ３ 163ｍ３

4､軽油燃費
の向上

4.6km/ｌ 4.6km/ｌ 4.7km/ｌ 4.7km/ｌ

５.交通事故０件 0件 ０件 ０件 ０件
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環境目標

単年度目標

注(1)購入電力のＣ０２排出係数:0.457kg-CO2/kWh（2022年東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ）

注(2)有害化学物質使用はない為、化学物質使用量の削減目標には設定しない

注(3)2024年度及び2025年度の軽油、ガソリンの目標値は車両台数の変更等により見直した。



5-2   ２０２３年度環境活動計画（２０２３年２月～２０２４年１月）

責任者 スケジュール
担当者

１．二酸化炭素排出量
　の削減

1.1電力使用　量の削減(1)換気扇の適正使用（使わないようにする） 毎日
休憩及び食事時間は消灯 　綿貫良一 毎日
エアコン温度設定最適化（冬２０℃） 　冬
自販機の前には物は置かない 毎日

１．２軽油使用量の削減 エアコンの使用は適切に 毎日
　 自分の燃費を管理しよう 酒井照和 毎日

車輌別タイヤ空気圧管理 給油時
迷惑駐車はしない 毎日
エコドライブ勉強会 １回　１０月

１．３ガソリン使用量の削減エアコンの使用は適切に 毎日
タイヤの空気圧 酒井照和 給油時
車輌別タイヤ空気圧管理 毎日
迷惑駐車はしない 月１回
エコドライブ勉強会 １回10月

2一般.廃棄物排出量 一般廃棄物の分別徹底（燃えるごみと資源） 酒井照和 毎日
の削減 コピー紙、雑紙のリサイクルの徹底 毎日

３．水資源投入量の削減 配管水漏れチェック 年１回
洗車方法の改善 綿貫良一

４．．軽油燃費向上
　 燃費管理表の作成 酒井照和 購入時チェック

エコドライブの実施 毎日

５．．交通事故の絶滅 自社の事故の洗い出し その都度
社外講習会の受講 酒井照和 その都度

6

環境目標
　目標値

環境活動計画
施策（取組項目）



６－１．2023年度　環境目標の実績、達成状況及び評価・是正処置

基準(実績) 目標 実績 達成状況 評価・是正処置

2022年度 2023年度 2023年度 ○達成

2022年2月
～2023年1月

2023年2月～
2024年1月

2023年2月～
2024年1月

×未達成

１．二酸化炭
　素排出量
　の削減

12,994
kg-CO2

12,994
kg-CO2

14,164
kg-CO2

×
8.9%増加した。
車両燃料の増加による。

1.1電力使用
　量の削減(1)

2886kWh 　2886kwh 2,439kwh ○
15％減
ＥＡ２１の効果と思える。
暖冬の効果もあると思える。

1-2軽油使用量
　の削減

3571L
3571L

3,755L ×

5％増加した。
廃プラ、有価物の取扱量が増えた
が、単価上昇のため引き取り回数
が増え、少量で運行した
目標値の見直しを行う

１-３ガソリン
使用量
　の削減

1061L 1061L 1,449L ×

37％増加した
前年は減少したが+、本年度は乗
用車が１台増えため
目標値の見直しを行う

2.一般廃棄
物

　総排出量
　の削減

176㎏ 174㎏ 266㎏ ×
50％増加
仕事量が増え、紙使用が増えた。
倉庫の片付けを行なった為

3.水資源
　投入量
　の削減

163ｍ3 163ｍ３ 155㎡ ○
5％減
節水の成果があった。

5､軽油燃費
向上

4.6km/ｌ 4.6km/ｌ 4.１km/ｌ ×

11％減少
プラ取扱量が増えたなど、走行距
離が増えた為。
燃費管理を徹底する

6.交通事故０件 0件 ０件 0件 ○ 安全運転に務めた。

環境目標

注(1)購入電力のＣ０２排出係数:0.457kg-CO2/kWh（2022年東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ）
注(2)有害化学物質使用はない為、化学物質使用量の削減目標には設定しない

7



6-2. 2023年度環境活動計画の実施状況及びその評価

実施 評価
状況 （効果があったか）

１．二酸化炭素排出量
　の削減

1.1電力使用　量の削減 換気扇の適正使用（使わないようにする） ◎ 効果あり
休憩及び食事時間は消灯 ◎
エアコン温度設定最適化（冬２０℃） ◎ 効果あり
自販機の前には物は置かない ◎

１．２軽油使用量の削減 エアコンの使用は適切に ○
　 自分の燃費を管理しよう ×

車輌別タイヤ空気圧管理 ◎
迷惑駐車はしない ◎
エコドライブ勉強会実施 ×

１．３ガソリン使用量の削減 エアコンの使用は適切に ◎
タイヤの空気圧 ◎
車輌別タイヤ空気圧管理 ◎
迷惑駐車はしない ◎
エコドライブ勉強会 ×

2一般.廃棄物排出量 一般廃棄物の分別徹底（燃えるごみと資源） ◎
の削減 コピー紙、雑紙のリサイクルの徹底 ◎

３．水資源投入量の削減 配管水漏れチェック ◎
洗車方法の改善 ◎

４．軽油燃費向上
　 燃費管理表の作成 × 運行が忙しくなったため

管理ができなかった

５．交通事故の絶滅 自社の事故の洗い出し ◎
社外講習会の受講 ○ 安全管理者講習受講

実施状況　　◎　大変よくできた
　　　　　　　　○　よくできた
　　　　　　　　△　少しはできた
　　　　　　　　×　　全然できなかった
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環境目標
目標値達成度

環境活動計画
施策（取組項目）



７　  2024年度環境活動計画

責任者 スケジュール
担当者

１．二酸化炭素排出量
　の削減

1.1電力使用　量の削減(1)換気扇の適正使用（使わないようにする） 毎日
休憩及び食事時間は消灯 綿貫 毎日
エアコン温度設定最適化（冬２０℃夏28℃） 　冬
自販機の前には物は置かない

１．２軽油使用量の削減 エアコンの使用は適切に 毎日
　 自分の燃費の管理徹底 酒井照和 毎日

車輌別タイヤ空気圧管理 給油時
迷惑駐車はしない 毎日
エコドライブ勉強会の実施 １回　１０月
計画的な配車（空便で運行しない） 毎日

１．３ガソリン使用量の削減エアコンの使用は適切に 毎日
タイヤの空気圧 酒井照和 給油時
車輌別タイヤ空気圧管理 毎日
迷惑駐車はしない 月１回
エコドライブ勉強会 １回　１０月

2一般.廃棄物排出量 一般廃棄物の分別徹底（燃えるごみと資源） 酒井照和 毎日
の削減 コピー紙、雑紙のリサイクルの徹底 毎日

３．水資源投入量の削減 配管水漏れチェック 年１回
洗車方法の改善 綿貫

４．軽油燃費向上
　 燃費管理表の作成 酒井照和 軽油購入時チェック

個々の車に運行状況の記録ノートをつける

５．交通事故の絶滅 自社の事故の洗い出し その都度
社外講習会の受講 酒井照和
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環境目標
　目標値

環境活動計画
施策（取組項目）



主な環境関連法規は下記の法令である。

廃棄物処理法、自動車Nox・PM法、家電リサイクル法、自動車リサイクル法

　

実施日２０２4年4月２６日

評価

指示

10

関係者からの苦情
の有無

活動期間中の近隣、顧客等関係者からの苦情は有り
ませんでした。

９．代表者による全体評価と見直しの結果

・エネルギーでは電力は達成した。
・ガソリンは目標を大幅な未達成に終わった。原因は普通
自動車を１台増やし、通勤・客先回りの利便性を向上させ
たためです。よりエコドライブに努めます。
・軽油は目標未達成に終わった。廃プラ、有価物の取扱量
が増えたため、単価上昇のため引き取り回数が増え、少量
で運行したためです。
・重機の動きを少なくするため、作業場の置き場を整備し
た。
・走行距離が増加したが、燃費は悪化した。忙しくなり、
走行記録のつけ忘れがあったためと考えます。
・水については節水に努めたため使用量が減少しました。
・一般廃棄物は今年も倉庫の大掃除をおこなったため大幅
に増加した。
・交通事故はありませんでした。エコドライブと安全運転
に今後も務めます。
〇優良産業廃棄物収集運搬業者認定を取得しています。
①EA21認証登録
➁電子マニフェスト導入
③構内雨水処理施設及び油水分離槽の設置
➃場内の整理整頓及び表示板

以上の評価を基に次期の環境方針、実施体制については変更
をしない。環境経営目標については、軽油とガソリンの目標値を
変更する。
環境活動計画は、軽油使用量減少のため、計画的配車を追加
して、空荷での運搬を少なくする。また、運行管理表のつけ忘れ
がないように朝礼で確認をする。
優良産業廃棄物収集運搬業者認定を取得したので、優良の名
前に恥じないよう努力する。

訴訟等の有無
活動期間中の関連機関からの指摘及び訴訟等は有
りませんでした。

８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び
　　評価結果並びに違反，訴訟等の有無

内　　容

遵守状況の確認及
び評価結果

法律違反の有無

　２０２４年１月１０日　環境関連法規等の取り
まとめ一覧をもとに自ら遵守状況のチェックをし
た結果、法等の要求事項が確実に守られ、活動期
間中の法規制違反はありません。


